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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
㊻
庭
師
さ
ん

　
樹
木
の
剪
定
や
植
栽
だ
け
で
な
く
、
庭
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
雑
草

　
樹
木
の
剪
定
や
植
栽
だ
け
で
な
く
、
庭
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
雑
草

対
策
ま
で
、
生
活
に
身
近
な
植
物
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る
か
が

対
策
ま
で
、
生
活
に
身
近
な
植
物
を
い
か
に
美
し
く
見
せ
る
か
が

職
人
の
技
。
草
木
の
知
識
、
地
形
や
土
壌
の
知
識
、
石
の
知
識
、

職
人
の
技
。
草
木
の
知
識
、
地
形
や
土
壌
の
知
識
、
石
の
知
識
、

そ
し
て
何
よ
り
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
仕
事
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
セ
ン
ス
が
問
わ
れ
る
仕
事
で
す
。
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健全な財政運営と健全な財政運営と
新型コロナ対策の継続を　新型コロナ対策の継続を　2p2p
令和３年度決算審査令和３年度決算審査　　4p4p

連載企画 事業者に聞く　連載企画 事業者に聞く　11p11p
市政を問う！市政を問う！一般質問一般質問 16 人が政策論議　16 人が政策論議　12p12p
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総 括 質 疑 令
和
４
年

令
和
４
年  

第
３
回
定
例
会

第
３
回
定
例
会

8
　29

9
　22

　
令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
の

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
補

正
予
算
の
ほ
か
、
手
数
料
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
小
・
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
新
に
係
る

財
産
の
取
得
、
文
化
施
設
整
備
事
業
建
設
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
23
件
す
べ

て
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

財
政
状
況
の
現
状
は

問　

経
常
収
支
比
率
の
減

少
の
要
因
は
。

答　
経
常
収
支
比
率
は
令
和

２
年
度
が
95
・
８
％
と
高
い

値
で
推
移
し
て
い
た
が
、
令

和
３
年
度
が
89
・
８
％
と
良

化
し
て
い
る
。
経
常
一
般
財

源
収
入
等
は
市
税
が
約
１
億

円
の
減
と
な
っ
た
が
、
実

質
的
な
普
通
交
付
税
が
約

17
億
９
０
０
０
万
円
の
増
、

地
方
消
費
税
交
付
金
が
約

２
億
１
０
０
０
万
円
の
増
と

な
り
、
総
額
で
約
21
億
の
増

と
、
前
期
比
で
大
幅
に
伸
び

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
市
税
の
収
入
未
済
額
と

不
納
欠
損
額
が
減
少
し
て
い

る
。
そ
の
要
因
は
。

答　
年
度
内
完
納
す
る
よ
う

早
期
着
手
、
早
期
解
決
に
努

め
、
徴
収
対
策
の
取
り
組
み

を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
毎

年
度
継
続
し
た
。
そ
の
結
果
、

平
成
22
年
度
か
ら
12
年
連
続

で
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
決
算

で
は
市
税
合
計
の
不
納
欠

損
額
は
約
１
４
５
７
万
円

で
、
前
年
度
と
比
較
し
約

１
０
３
０
万
円
減
少
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
か
ら

５
年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
不
納
欠
損
額
と
な
る
も
の

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
納
付

資
力
が
な
く
、
法
令
に
基
づ

き
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
を

適
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
収

入
未
済
額
、
滞
納
繰
越
調
定

額
の
減
少
に
伴
い
、
不
納
欠

損
額
も
減
少
傾
向
に
あ
る
。

収
納
率
の
向
上
と
生
活

困
窮
者
へ
の
対
応

問　
市
税
の
収
納
率
が
改
善

し
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
。

答　
市
税
の
滞
納
整
理
を
強

化
し
、
徴
収
対
策
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
収
納
率
は
毎
年

度
増
加
し
、99・２
％
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
埼
玉
県
内
順
位

で
40
市
中
第
２
位
と
、
収
納

率
と
も
に
過
去
最
高
と
な
っ

た
。

　
　
　
　
健
全
な
財
政
運
営
と

　
　
　
　
健
全
な
財
政
運
営
と

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
を

　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
を

問　
市
税
徴
収
の
差
し
押
さ

え
に
は
、
滞
納
者
の
生
活
再

建
を
考
慮
す
べ
き
で
は
。

答　
市
税
の
納
付
資
力
が
あ

り
納
付
し
な
い
場
合
に
は
、

滞
納
処
分
に
よ
り
厳
正
に
対

応
し
て
い
る
。
な
お
、
差
し

押
さ
え
前
に
、
医
療
費
等
の

や
む
を
得
な
い
支
出
を
把
握

し
て
い
る
場
合
に
は
取
り
立

て
金
額
か
ら
控
除
し
て
い
る
。

　
差
し
押
さ
え
後
で
も
、
取

り
立
て
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
滞
納
者
が

納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思

を
有
し
て
い
れ
ば
、
法
令
に

基
づ
き
、
換
価
の
猶
予
を
適

用
す
る
な
ど
、
生
活
再
建
に

配
慮
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
生
活
困
窮
者
に

は
法
令
に
定
め
ら
れ
た
納
税

緩
和
措
置
を
適
用
し
、
納
税

相
談
に
よ
り
生
活
実
態
を
把

握
す
る
中
で
、
債
務
整
理
や

生
活
支
援
、
就
労
支
援
な
ど

が
必
要
な
場
合
に
は
福
祉
部

門
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
部

署
と
連
携
し
、
滞
納
の
解
決

を
図
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の

対
応

問　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
実

績
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
充
当
額
は
。

答　
交
付
金
の
充
当
額
は
全

体
で
約
５
億
３
２
０
０
万
円

で
あ
る
。

　
内
容
は
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事

業
、
小
規
模
企
業
者
等
事
業

継
続
臨
時
支
援
金
給
付
事
業
、

消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付

事
業
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

購
入
や
周
辺
機
器
の
整
備
な

ど
の
ほ
か
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

キ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
た

感
染
症
対
策
事
業
な
ど
で
あ

る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
国
や
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
民
の
安
全
安
心
な
生
活
に

寄
与
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

応
を
図
っ
て
い
く
。

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青　
藍　
会　
小
林　
憲
人 

議
員

日
本
共
産
党　
塚
越　
洋
一 

議
員

公　
明　
党　
鈴
木　
美
恵 

議
員

信　
政　
会　
鈴
木
啓
太
郎 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

新型コロナ自宅療養者への新型コロナ自宅療養者への
食料品等の発送準備食料品等の発送準備

本会議での質疑をまとめています。
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問　

周
知
と
利
用
の
流
れ
は
。

答　
妊
娠
届
出
時
や
赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問
な

ど
の
時
に
周
知
を
し
て
い
る
。
産
後
利
用

し
た
い
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
要
望
等
を
聞

き
な
が
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を
作
成

し
、
そ
れ
を
基
に
委
託
先
の
事
業
者
へ
依

頼
す
る
。
申
請
か
ら
実
際
に
利
用
で
き
る

ま
で
１
ヵ
月
程
度
か
か
る
。

問　

対
象
と
実
績
は
。

答　
対
象
は
12
世
帯
で
４
世
帯
が
利
用
し

た
。

問　

利
用
者
か
ら
の
声
は
。

答　
来
て
も
ら
う
だ
け
で
安
心
し
た
と
い

う
答
え
が
多
か
っ
た
。
着
替
え
や
お
む
つ

交
換
な
ど
２
人
の
う
ち
１
人
は
や
っ
て
も

ら
え
る
の
で
本
当
に
助
か
っ
た
と
い
う
声

も
あ
っ
た
。

　

利
用
時
間
が
余
っ
た
り
、
逆
に
少
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
の
で
、
本
年
度
は
上
限
を
週
に

９
時
間
に
す
る
こ
と
で
改
善
を
図
っ
た
。

　　

　
多
胎
産
婦
を
対
象
に
着
替
え
や
お
む
つ
交
換
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
で
す
。

週
に
３
回
か
つ
１
日
３
時
間
を
上
限
に
利
用
が
可
能
で
、
令
和
３
年
度
の
総
利
用
実

績
は
５
７
１
時
間
で
し
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
に
ふ
じ
み
野
市
、
富
士
見
市
、
三

芳
町
の
コ
ー
ス
が
選
定
さ
れ
、
ふ
じ
み
野
市
内
を
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま

し
た
。

　
市
の
魅
力
発
信
拠
点
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
に
て
、
市
内
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

等
に
よ
る
体
験
教
室
や
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

双
子
や
三
つ
子
の
育
児
を
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
の

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
か
ら
魅
力
発
信

母
子
保
健
包
括
支
援
事
業

ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

商
工
業
振
興
事
業

文
化
振
興
事
業

空
き
店
舗
の
新
規
出
店
を
応
援

問　
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
事
業
補
助
金

が
、
増
と
な
っ
て
い
る
が
状
況
は
。

答　
改
修
費
と
し
て
上
限
50
万
円
、
家
賃

月
５
万
円
の
補
助
を
給
付
す
る
事
業
で
あ

る
。
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
に
開
店
を
遅

ら
せ
た
り
す
る
な
ど
非
常
に
厳
し
い
状
況

で
あ
っ
た
が
、
３
店
舗
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
た
。

問　
空
き
店
舗
対
策
事
業
を
利
用
し
た
い

と
い
う
人
は
多
く
い
た
の
か
。

答　
相
談
件
数
は
５
、６
件
あ
り
、
条
件

に
合
っ
た
の
は
３
件
だ
っ
た
。

　
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
の
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
す
る
新
規

事
業
出
店
者
へ
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
内

容
は
。

答　
令
和
３
年
７
月
６
日
に
富
士
見
市
の

公
園
か
ら
市
内
の
東
台
小
入
口
交
差
点
ま

で
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

　

市
民
も
４
名
参
加
し
、
ゴ
ー
ル
地
点
で

は
、
み
ほ
の
太
鼓
の
演
奏
も
実
施
で
き
て

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

問　
予
算
化
し
て
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
実
績

は
。

答　
市
か
ら
県
に
申
し
込
み
を
し
、
市
と

し
て
２
１
１
枚
を
確
保
し
て
い
た
。
広
報

で
は
２
０
２
１
年
６
月
に
申
し
込
み
を
開

始
し
、
多
く
の
人
が
申
し
込
ん
で
い
た
が
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
。

問　
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
魅
力
発
信
事
業

の
内
容
は
。

答　
魅
力
発
信
事
業
と
し
て
大
き
く
２
つ

に
分
か
れ
る
。
ホ
ー
ル
事
業
は
、
申
し
込

み
に
よ
り
子
ど
も
が
舞
台
に
出
演
し
た

「
夢
と
魔
法
の
音
楽
会
」、
親
子
で
楽
し
む

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

だ
っ
た
。

　

も
う
１
つ
は
、
ア
ー
ト
系
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
、
各
部
屋
の
特
徴
に
合
っ
た

陶
芸
教
室
や
、
ド
ラ
ム
の
体
験
教
室
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
８
回
で
４
０
０
人
を
超
え

る
参
加
と
な
り
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た

内
容
と
な
っ
た
。

　
店内に設置されたシミュレーションゴルフ

決 算 審 査決 算 審 査

 小学校で夏休み前に配布されたチラシを
見て、マーブリング絵画体験ワークショッ
プに申し込みました。マーブリング絵画は
１枚１枚違った作品になるので、大人でも
楽しめました。子どもたちは工作が好きで
自分で書くことも作ることも好きです。子
どもたちも「またチャレンジしたい！」と
言っています。

わたしもひと言

 開会式と閉会式で選手団をお迎えするセレモ
ニーキャストとして参加しました。
　コロナ禍での開催で感染症対策の徹底や本番と
同じ時間帯でのリハーサル練習で帰りが深夜にな
るなど大変なこともありました。無観客開催とい
うことになり、セレモニーキャストしか各国の選

手団をお迎えする人がいなく、自分達しか選手を迎えることが
できない分、おもてなしの心をもってお迎えしました。

東京２０２０オリンピック開会式ボランティア活動をした
大
おおしお

塩 智
とも

子
こ

さん

わたしもひと言
 私たちは普段は介護の仕事をしているのですが、

再度沐
もく

浴
よく

などの研修を受けた上でサポートに参加
させていただきました。産婦さんが大変と思われ
ることは本当に各家庭で様々に変わります。育児
を行う大変さを少しでも軽減できればという思い
で望みました。

　お手伝いをさせていただくことで、私たち自身も多胎の方は
こんなに大変なんだということに多く気付かされると同時に、
負担の軽減につながることができたならば良かったと思います。

多胎産婦サポーター　伊
い

藤
とう

 郁
いく

子
こ

さん

わたしもひと言

 新規出店に対して補助金が出ることを知り、レッ
スンプロを行っていた経験を生かして駅前に開業し
ました。
　改装工事や家賃の補助など開業にあたり資金面や
商工会を通じて経営サポートなどの相談など、非常
に助かりました。

　新規の立ち上げの苦労はありますが、やりたいことの実現に向
けて勇気をもって一歩踏み出してみました。大変ですがやりがい
があります。ぜひ皆さんもチャレンンジしてみてください。

空き店舗対策事業を活用して新規出店をした　沢
さわ

田
だ

 和
かずひろ

弘さん

わたしもひと言

（写真左から）石
いしづか

塚 渚
なぎさ

さん　石
いしづか

塚 祥
よし

子
こ

さん　石
いしづか

塚 恵
めぐみ

さん

マーブリング絵画体験教室
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問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に
つ
い

て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
た
の
か
。

答　
補
正
予
算
を
組
む
前
に
郵
送
費
か
ら

流
用
し
、
テ
ス
ト
的
に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ふ

じ
み
野
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張

申
請
を
行
っ
た
。
３
０
０
名
が
申
請
し
、

手
ご
た
え
が
あ
っ
た
の
で
そ
の
後
に
予
算

を
補
正
し
た
。

　
ま
た
出
張
申
請
で
記
念
品
を
配
布
し
た

が
、
市
役
所
の
窓
口
に
も
非
常
に
多
く
の

人
が
来
て
記
念
品
の
不
足
が
生
じ
た
た

め
、
消
耗
品
の
予
算
へ
流
用
し
た
。

問　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
績
は
。

答　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
令
和
３
年
10
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は
全
体
の
1.3
％
程

度
と
見
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
ニ
ー
ズ
が

非
常
に
高
く
、
令
和
３
年
度
の
実
績
で
は

住
民
票
の
交
付
率
が
8.3
％
、
印
鑑
証
明
が

9.2
％
で
あ
っ
た
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
を
進
め
る
た
め
、
大
型
店
舗
な
ど
で
出
張
申
請
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
ド
を
使
い
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な
ど
を
取
得
す
る
コ
ン
ビ

ニ
交
付
も
開
始
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
と
活
用

　
夏
休
み
中
に
は
提
供
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
学
校
給
食
が
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
う
子
ど
も
た
ち
に
有
料
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い

て
、
議
論
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
に
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策
電
話
機
の
購
入
費
の

半
額
（
上
限
５
千
円
）
を
補
助
し
ま
し
た
。
こ
の
電
話
機
は
呼
出
音
が
鳴
る
前
に
通
話
を

録
音
す
る
こ
と
を
相
手
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
詐
欺
被
害
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
台
風
第
21
号
及
び
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り
、
川
越
江
川
下
流
部

で
の
内
水
浸
水
被
害
を
踏
ま
え
、
川
越
市
と
共
同
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
調
整
池
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問　
補
助
実
績
と
効
果
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
95
件
の
申
請
が
あ
っ

た
。

　
本
市
の
被
害
件
数
は
前
年
度
と
比
較
し

て
４
件
増
加
し
23
件
で
あ
る
。
県
で
も
56

件
増
加
し
、
全
体
と
し
て
増
加
傾
向
で
あ

る
。
電
話
機
の
購
入
補
助
の
ほ
か
様
々
な

啓
発
活
動
を
し
て
お
り
、
４
件
に
抑
え
ら

れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
被
害
者
の
特
徴
は
。

答　
県
警
察
の
デ
ー
タ
で
は
、
被
害
者
の

う
ち
65
歳
以
上
が
92
・
８
％
。
本
市
の
被

害
者
の
平
均
年
齢
は
78
・
５
歳
で
あ
る
。

問　
他
に
実
施
し
た
啓
発
活
動
は
。

答　
令
和
３
年
度
は
電
話
機
に
貼
っ
て
注

意
喚
起
す
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム
を

作
成
し
、
65
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
世
帯

に
民
生
委
員
が
配
布
し
た
。

　
ま
た
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
金
融
機
関
に
も
配
布
し
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
械

な
ど
に
貼
付
を
依
頼
し
た
。

振
り
込
め
詐
欺
か
ら
市
民
を
守
る

市
民
窓
口
事
務

防
犯
推
進
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
管
理
運
営
事
業

川
崎
調
整
池
関
連
事
業

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
際
、
利
用
し

て
良
か
っ
た
と
い
う
人
が
97
％
だ
が
、
設

問
の
内
容
項
目
は
。

答　
設
問
は
５
つ
。
１
問
目
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
で
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
か
ど
う
か
。
２
問
目
は
、
利
用
し
た

と
答
え
た
人
に
、
夏
休
み
中
の
弁
当
作
り

の
負
担
軽
減
に
な
っ
た
か
。
３
問
目
で
は
、

利
用
し
た
人
に
つ
い
て
、
１
食
当
た
り

３
５
０
円
と
い
う
金
額
だ
が
、
高
か
っ
た

か
、
安
か
っ
た
か
を
聞
い
た
。
４
問
目
は
、

満
足
度
を
確
認
し
、
５
問
目
は
、
来
年
度

以
降
も
利
用
さ
れ
る
か
を
聞
い
た
。

問　
良
く
な

か
っ
た
と
い

う
３
％
の
具

体
的
な
理
由

は
。

答　
現
金
の

取
り
扱
い
が

で
き
な
か
っ

た
の
で
、
納

付
書
に
よ
る

納
付
が
不
便
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
今
後
改
善
を
検
討
し
た
い
。

夏
休
み
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で

給
食
を
有
料
で
提
供

問　
令
和
３
年
度
中
の
進
捗
状
況
は
。

答　
測
量
業
務
、
土
質
調
査
業
務
及
び
費

用
対
効
果
の
検
討
業
務
を
実
施
し
た
。

　

測
量
業
務
は
、
計
画
し
て
い
る
土
地
約

1.5��‌

ha
の
取
得
を
予
定
し
て
い
た
が
、
測
量

の
結
果
1.6‌

ha
の
土
地
が
必
要
だ
と
分
か
っ

た
。

　

土
質
調
査
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
な
ど

の
結
果
、
地
下
水
位
が
現
状
の
地
盤
か
ら

50
㎝
か
ら
１
ｍ
程
度
か
ら
出
て
く
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
30
ｍ
下
に
支
持
層

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
ま

で
杭
を
打
ち
、
ポ
ン
プ
施
設
等
の
設
備
を

計
画
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

費
用
対
効
果
は
、
平
成
29
年
の
台
風
で

発
生
し
た
浸
水
被
害
と
同
規
模
の
降
雨
が

あ
っ
た
場
合
、
調
整
池
の
整
備
で
ど
の
位

浸
水
被
害
軽
減
が
図
れ
る
か
に
つ
い
て
、

コ
ス
ト
を
算
定
し
な
が
ら
調
査
し
た
結

果
、
費
用
対
効
果
が
認
め
ら
れ
る
事
業
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

問　
調
整
池
整
備
に
よ
り
浸
水
被
害
が
ど

の
程
度
軽
減
さ
れ
る
の
か
。

答　
平
成
29
年
台
風
第
21
号
と
同
等
の
降

雨
が
あ
っ
た
場
合
、
床
上
浸
水
が
な
く
な

り
、
道
路
冠
水
程
度
に
な
る
も
の
と
し
て

計
画
を
進
め
て
い
る
。

問　
今
後
、
ど
の
よ
う
に
整
備
を
進
め
る

の
か
。

答　
令
和
４
年
度
に
は
、
実
施
設
計
業
務
、

用
地
交
渉
、
用
地
買
収
を
進
め
る
。
鑑
定

評
価
額
を
も
と
に
、
契
約
が
済
ん
で
い

な
い
土
地
の
取
得
に
向
け
て
交
渉
を
進
め

る
。

川
越
江
川
の
浸
水
被
害
を
軽
減

令和元年台風第 19 号時の排水作業

注意喚起の
ポップアップフィルム

決 算 審 査決 算 審 査

 マイナンバーカードは前に作りましたが、今日は
ポイントをもらいにきました。マイナンバーカード
のことはよく分からないけど、家族にもったいない
と言われて、電子マネーのカードも作ってきました。
いつもは現金しか使わないんですけど。
　コンビニで住民票も取れるんですか。知りません

でした。子どもがいた頃は住民票を取ることもあったけど、今は
ありませんね。

マイナポイント支援窓口にて　高
たかはし

橋 孝
たか

子
こ

さん

わたしもひと言

 上の子が小学１年生です。夏休みの給食は
利用しました。楽ですよね、箸やフォークと
水筒を持たせるだけなので。夏休みの給食が
ない時期は、家で食べさせたり弁当を持たせ
たりしていました。不定期の仕事なので妻と
交代で面倒をみました。また来年も利用する
と思います。

亀久保放課後児童クラブの利用者

わたしもひと言

 振り込め詐欺の電話は受けたことはない
なぁ。周囲でも聞かない。パソコンの詐欺
メールは届くけど。電話の対策はしてない
けど、自分は大丈夫だと思ってる。市から
補助が出るのは知ってるけど、わざわざ変
えようとは思わない。手続きが簡単なら考
えるかな。

入間東部シルバー人材センター作品展にて　矢
や べ

部 豊
ゆたか

さん

わたしもひと言
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議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 日本共産党 公明党 信政会
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

坪
田　
敏
孝

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

西　
　
和
彦

大
築　
　
守

小
高　
時
男

新
井　
光
男

床
井　
紀
範

足
立
志
津
子

伊
藤　
初
美

塚
越　
洋
一

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

伊
藤
美
枝
子

近
藤　
善
則

鈴
木
啓
太
郎

金
濵　
高
顕

民
部　
佳
代

第 7 8 号 
議 　 案

令和３年度ふじみ野市一般会計
歳入歳出決算の認定について

認
定〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 8 1 号 
議 　 案

令和３年度ふじみ野市後期高齢者
医療事業特別会計歳入歳出決算の
認定について

認
定〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

〇：賛成　　×：反対

令和４年第 3 回定例会の提出議案と審議結果
●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案

議案番号 議案名 議決結果

第 72 号議案 令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算（第４号） 可　決

第 73 号議案 令和４年度ふじみ野市一般会計補正予算（第５号） 可　決

第 74 号議案 令和４年度ふじみ野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

第 75 号議案 令和４年度ふじみ野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

第 76 号議案 令和４年度ふじみ野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可　決

第 77 号議案 令和４年度ふじみ野市水道事業会計補正予算（第１号） 可　決

第 79 号議案 令和３年度ふじみ野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

第 80 号議案 令和３年度ふじみ野市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　定

第 82 号議案 令和３年度ふじみ野市水道事業会計決算の認定について 認　定

第 83 号議案 令和３年度ふじみ野市下水道事業会計決算の認定について 認　定

第 84 号議案 ふじみ野市手数料条例等の一部を改正する条例 可　決

第 85 号議案 ふじみ野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及びふじみ野市職員の育児休業
等に関する条例の一部を改正する条例 可　決

第 86 号議案 財産の取得について 可　決

第 87 号議案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第 88 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 89 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 90 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 91 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 92 号議案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 93 号議案 教育委員会委員の任命について 同　意

第 94 号議案 ふじみ野市文化施設整備事業建設工事請負変更契約の締結について 可　決

令和３年度

一般会計
　決算討論

賛成多数で認定

コロナ対策など市独自策が限定的

児童発育・発達支援センターの公設化を評価

コロナ対策と学習環境の整備を評価

日本製品の積極的選定を

日本共産党　塚越洋一 議員

信政会　鈴木啓太郎 議員

公明党　鈴木美恵 議員

会派外の議員　金濵高顕 議員
賛
成

賛
成

賛
成

　実質収支が 19億円、各種基金残高が 142 億円もあ
るのに、市独自のコロナ禍対策については限定的な施
策展開に止まり、財政出動を集中させることができな
かったことは、市行政としての政策的リーダーシップ
の在り方が問われるところである。
　医療・介護・保育・学校などで働く人達への支援の
充実など、もっと細やかな暖かな手を差し伸べるべき
だった。
　予算流用が 125 件もあり、多すぎるので検討すべ
き。不用額の扱い方も精査が必要である。

　児童発育・発達支援センターの公設化につき、問題
を指摘する。第１に法人側に公設化の方針が示された
のは前年の１月で事前協議等もなく口頭のみの説明で
拙速かつ一方的であった。第２に法人が本年３月 15
日に事業廃止届を提出したのは、児童への影響を最小
限にするための苦渋の選択だった。第３に法人との十
分な対話の記録や合意の文書を積み重ねない姿勢に疑
問が残る。しかし、現状は総合相談を０歳から 18歳
までの発達に課題がある児童への行政の責任を明確に
した点については高く評価する。

　新型コロナウイルス感染症対策として、地方創生臨
時交付金等を活用し積極的な事業が展開されている。
　また、GIGAスクール構想用タブレット端末の購入・
周辺機器の整備、小・中学校の体育館空調設備設置等
工事が実施され、学習環境の整備・確保に加え、災害
時の避難所としても安全な機能の向上が図られたこと
を評価する。
　少子高齢化による社会保障関連の経費上昇、老朽化
した公共施設の整備事業が続く中、持続可能な行財政
運営をお願いする。

　市税の収入未済額と不納欠損額の大幅減を高く評価
する。歳出では有志の方からの頂いた寄附について、
寄附者の意向が反映された使途であったことを決算内
容から確認することができた。
　市が購入する備品や消耗品について、中国など外国
製の製品が含まれていることを確認したが、為替変動
への対応や本市で製造された製品が他市で選定される
根拠にもつながるので、今後速やかに日本製の製品を
優先して選定していただくことを強く要望する。

コロナ禍でも安定した市政運営を
青藍会　原田雄一 議員

　新型コロナウイルス感染症の影響で、当初予算編成
時には予見できない状況の中で突発的な危機対応にあ
たり13回にもわたる補正予算を組み対応したことは、
非常に高く評価できる。また、国や県の支援を待たず
に必要な事業を即座に実施できたのは、計画的に積み
上げてきた基金の活用によるものである。
　今後も絶えず変化する新型コロナウイルス感染症へ
の対応など厳しい状況であるが、将来を見据えた安定
的な市政運営の継続をお願いしたい。

賛
成

反
対
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Ｑ　仕事の内容を教えてくだ
さい。
Ａ　ホームページ制作がメイン
の仕事です。電話やインターネッ
トで申し込みを受け付けていま
す。基本は対面で気軽に話を

伺って、具体的なイメージを汲み取り、２、3週
間で制作します。また、アフターサポートも行っ
ています。その他には名刺やチラシの作成も行っ
ています。
Ｑ　仕事を始めたきっかけを教えてください。
Ａ　子どもの出産を機に在宅で仕事を始めま
した。全くの未経験でしたが、インターネット
が普及し自由に使えるようになったため、ホー
ムページ制作をやってみようと考えました。
Ｑ　仕事でのやりがいは。

Ａ　家族の理解があっ
て仕事を続けられたの
で、家庭を経済的に
支えることができたと
思います。お客さんの
もとにアフターサポー
トのために訪ねた際に、
仕事の評価や感謝の
言葉をいただくと、や
りがいを感じます。別
の仕事を紹介していた
だいたりすることもあります。
Ｑ　大変なことは。
Ａ　お客さんの要望に応えるために、深夜ま
で作業が続くことがあることです。

連載企画
事業者に聞く 都市近郊農業を継承したい

明治末期から代々続く農家の若い後継者に
話を伺いました。

議 案 審 議

Ｑ　どのような野菜を
作って出荷しています
か。
Ａ　約一町歩の畑で枝
豆、小かぶ、ほうれん
草を作っています。私
のところでは作った野
菜は地元の農協に出荷

しています。他の農家では市内小・中学校の学
校給食の材料として出荷しており、地元野菜の
地産地消が進んでいると思います。
Ｑ　仕事で困っていることや大変なことを教え
てください。
Ａ　最近では台風や局地的な豪雨などの異常気
象により、野菜がダメになり出荷できないこと

があります。また、昨年
からの原油高の影響に加
え、今年は、円安による物価高で肥料、種、ビニー
ル資材や燃料費の費用がかさみ、ここ数年は野
菜を作って出荷しても赤字が続いていることで
す。
Ｑ　農業という仕事を知ってもらうために実践
していることを教えてください。
Ａ　農業委員の家族が小学校で野菜を育てる手
伝いをしています。また、子ども食堂の運営の
ために野菜を提供しています。
Ｑ　市へ何かご意見はありますか。
Ａ　担い手が不足していることが課題です。市
役所の担当課に専門職員を配置し、相談体制を
拡充することが必要だと感じています。

連載企画
事業者に聞く

在宅でホームページ制作などを手掛ける
個人事業主から話を伺いました。

子育てしながら在宅で起業

西
文
化
施
設
を
使
い
や
す
く

設
計
変
更

上
福
岡
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

補正予算

契約の締結

全員賛成で可決

全員賛成で可決

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

問　
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
か
ら
の
意
見

は
。　
　

答　
ト
イ
レ
が
暗
く
て
汚
い
、
駐
輪
場
の

街
灯
が
暗
い
、
通
路
側
の
照
明
が
暗
い
、

椅
子
や
机
の
汚
れ
な
ど
も
見
ら
れ
る
な
ど

の
意
見
が
あ
っ
た
。

問　
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　
屋
上
の
防
水
工
事
、
外
壁
及
び
内
装

改
修
に
加
え
て
、
ト
イ
レ
、
空
調
設
備
、

自
動
ド
ア
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設

備
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
車
い

す
利
用
に
も
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改

修
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
改
修
の
日
程
は
。

答　
今
後
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
５
年
10
月
頃
か
ら
改
修
工
事
が

始
ま
る
。
令
和
６
年
７
月
頃
に
完
了
を
予

定
し
て
い
る
。

問　
休
館
中
の
図
書
サ
ー
ビ
ス
は
。

答　
改
修
工
事
中
は
休
館
す
る
が
、
仮
設

窓
口
な
ど
を
開
き
対
応
す
る
。
で
き
る
だ

け
利
用
者
の
利
便
性
が
い
い
場
所
を
確
保

し
て
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
は
公
共
施
設
だ

け
で
な
く
、
近
隣
の
施
設
や
民
間
施
設
も

含
め
て
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
周
知
は
。

答　
工
事
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
自
治
組

織
も
含
め
て
周
知
す
る
。
市
民
に
対
し
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
知
ら

せ
る
。

問　

設
計
変
更
に
伴
う
追
加
工
事
の
内

容
は
。

答　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
に
お
け
る
ひ

さ
し
の
拡
張
に
加
え
、
駐
車
場
か
ら
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ま
で
の
ひ
さ
し
の
追
加
で

８
５
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
、
和
室
の
面
積
に
つ
い
て
は
８
畳

を
予
定
し
て
い
た
が
、
２
部
屋
を
10
畳
に

す
る
た
め
４
畳
増
加
す
る
。
給
湯
室
に
つ

い
て
は
、
当
初
施
設
全
体
で
１
ヵ
所
で

あ
っ
た
が
、
各
階
に
設
置
す
る
よ
う
に
変

更
し
た
。

問　
駐
車
場
の
台
数
に
つ
い
て
は
。

答　
来
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、

大
井
総
合
支
所
周
辺
に
駐
車
場
用
地
を
１

年
間
、
借
用
す
る
。
敷
き
鉄
板
及
び
街
灯

設
置
を
行
い
、
50
台
程
度
を
予
定
し
て
い

る
。

　
大
井
図
書
館
敷
地
内
の
駐
車
場
に
つ
い

て
も
、
大
井
図
書
館
機
能
が
新
施
設
に
移

転
後
、
駐
輪
場
を
解

体
し
玄
関
前
の
整
備

を
行
い
、
50
台
程
度

を
予
定
し
て
い
る
。

問　

近
隣
住
民
へ
の

説
明
は
。

答　

現
在
も
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
も
必
要
に
応
じ

て
随
時
行
っ
て
い
く
。

　
旧
大
井
中
央
公
民
館
跡
地
に
で
き
る
西
文
化
施
設
の
整
備
工
事
に
お
い

て
、
追
加
の
工
事
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
う
費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
福
岡
図
書
館
は
、
平
成
６
年
に
建
築
さ
れ
て
28
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
安
心
・
安
全
と
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
改
修
工
事
の
設
計

費
用
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算
全員賛成で可決

補正予算
全員賛成で可決

上福岡図書館

西文化施設整備工事

久
く ぼ た
保田　雅

まさ
也
や

さん

佐
さ

藤
とう

　かなえさん



問　
所
沢
市
で
は
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
を
抑
え
る
た
め

マ
ン
ホ
ー
ル
に
広
告
を
掲
載

し
、
昨
年
度
約
７
７
０
万
円

の
収
入
と
な
っ
た
。
本
市
の

取
り
組
み
は
。

答　
広
告
で
は
な
い
が
本
市

と
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

連
携
を
Ｐ
Ｒ
す
る
マ
ン
ホ
ー

ル
が
あ
る
。
広
告
事
業
は
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
研

究
す
る
。

選
挙
の
投
票
立
会
人
を

一
般
公
募
に

問　
町
会
・
自
治
会
関
係
者

か
ら
投
票
立
会
人
の
負
担
が

大
き
い
、
な
り
手
が
い
な
い

と
聞
く
。
公
職
選
挙
法
が
改

正
さ
れ
、
有
権
者
で
あ
れ
ば

居
住
地
に
関
係
な
く
投
票
立

会
人
を
選
任
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。
投
票
立
会
人
を
公

募
し
て
は
。

答　
課
題
は
認
識
し
て
い
る
。

他
自
治
体
の
状
況
を
参
考
に

し
、
調
査
研
究
す
る
。

問　
立
会
人
の
報
酬
は
時
給

換
算
で
県
の
最
低
賃
金
を
下

回
る
。
見
直
し
の
予
定
は
。

答　
報
酬
は
国
の
基
準
よ
り

高
い
が
、
妥
当
性
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
。

学
校
プ
ー
ル
の

老
朽
化
へ
の
対
応

問　
大
規
模
修
繕
、
更
新
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

は
。

答　
一
番
古
い
も
の
で
建
築

後
55
年
経
過
、
再
整
備
が
必

要
な
時
期
に
き
て
い
る
。
再

整
備
に
は
１
校
当
た
り
３
億

円
前
後
が
見
込
ま
れ
る
。
改

修
費
用
や
維
持
費
を
考
え
、

令
和
５
年
度
か
ら
民
間
プ
ー

ル
を
活
用
し
た
授
業
の
モ
デ

ル
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

市
内
で
チ
ャ
ド
ク
ガ

の
被
害
が
増
加
し
て
い
る
。

チ
ャ
ド
ク
ガ
は
危
険
性
が
高

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
身
近
な

場
所
に
も
生
息
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
害
防
止
の
た
め

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
処

法
等
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

答　
対
処
法
等
を
掲
載
し
た

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。

点
検
商
法
へ
の
注
意
喚
起

問　
電
気
や
電
話
業
者
を
装

い
、
高
所
か
ら
危
険
個
所
が

見
え
た
な
ど
と
声
掛
け
を
行

い
点
検
を
促
す
点
検
商
法
に

よ
る
被
害
が
市
内
で
も
確
認

さ
れ
て
い
る
。
市
内
事
業
者

の
保
護
も
含
め
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
が
市
の
認
識
は
。

答　
本
市
で
も
被
害
相
談
件

数
が
増
加
し
て
い
る
。
市
民

の
被
害
を
減
ら
す
だ
け
で
な

く
、
市
内
事
業
者
の
信
頼
を

保
持
す
る
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル

を
回
避
す
る
た
め
に
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

給
湯
器
破
裂

リ
ス
ク
の
周
知

問　

給
湯
器
が
故
障

し
た
場
合
、
半
導
体

不
足
に
よ
り
現
在
も

納
期
に
遅
れ
が
出
て

い
る
。
市
民
生
活
に

与
え
る
影
響
も
大
き

い
こ
と
か
ら
、
破
裂

リ
ス
ク
の
周
知
が
必
要
で
は
。

答　
毎
年
度
実
施
し
て
い
る

水
道
管
の
凍
結
防
止
の
注
意

喚
起
と
併
せ
て
、
広
く
啓
発

に
努
め
て
い
く
。

問　
全
て
の
自
主
組
織
に
設

置
さ
れ
、
地
域
防
災
の
要
で

あ
る
自
主
防
災
組
織
へ
の
支

援
は
。

答　
資
機
材
整
備
や
地
区
防

災
計
画
作
成
等
に
対
す
る
補

助
金
制
度
や
職
員
に
よ
る
防

災
講
話
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
の
制
度

を
活
用
し
た
自
主
防

災
組
織
リ
ー
ダ
ー
養

成
指
導
員
及
び
イ
ツ

モ
防
災
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
派
遣
に
よ

る
災
害
図
上
訓
練
や
、

避
難
所
運
営
体
験
訓

練
な
ど
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

公
園
整
備
と
開
発

問　
大
井
弁
天
の
森

の
改
善
計
画
は
。

答　
特
別
緑
地
保
全

地
区
を
拡
大
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年

間
で
区
域
内
の
土
地

を
買
収
し
、
更
な
る

公
有
地
化
を
行
い
、
緑
の
保

全
を
図
っ
て
い
く
。

　
今
後
は
樹
木
の
間
引
き
を

行
い
、
風
通
し
や
既
存
の
樹

木
へ
の
日
当
た
り
を
改
善
す

る
。
施
設
の
改
修
は
、
安
全

と
景
観
に
配
慮
し
て
行
う
。

チ
ャ
ド
ク
ガ
の
被
害
防
止

マ
ン
ホ
ー
ル
広
告
で

収
入
確
保
を

自
主
防
災
組
織
へ
の
支
援

金
濵　
高
顕 

議
員

民
部　
佳
代 

議
員

鈴
木　
美
恵 

議
員

市ホームページ注意喚起

大井弁天の森

ふじみ野市議会だより第 67 号〔R4.11.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 67 号〔R4.11.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 67 号〔2022 年 9 月定例会〕ふじみ野市議会だより第 67 号〔2022 年 9 月定例会〕 1213

問　
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン

給
付
事
業
の
取
り
組
み
は
。

答　
11
月
１
日
の
開
始
に
向

け
て
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
送
準

備
を
進
め
て
い
る
。
参
加

店
舗
は
８
月
末
の
時
点
で

２
８
４
店
舗
で
あ
る
。
12
月

28
日
ま
で
追
加
募
集
を
行
う
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
周
知
を
図
る
。

消
防
団
員
の

募
集
の
取
り
組
み

問　
消
防
団
員
募
集
の
取
り
組

み
は
。

答　
活
動
内
容
の
Ｐ
Ｒ
や
団

員
募
集
に
つ
い
て
、
成
人
式

や
市
報
を
通
じ
て
周
知
啓
発

を
図
っ
て
き
た
。

　
西
文
化
施
設
整
備
工
事
の

仮
囲
い
へ
の
消
防
団
募
集
告

知
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
検

討
し
て
い
く
。

避
難
所
機
能
の
強
化

問　

総
合
防
災
訓
練
時
に

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
を
し

て
は
。答　

指
定
避
難
所
ご

と
の
ペ
ッ
ト
の
受
け

入
れ
ス
ペ
ー
ス
を
含

め
た
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
講

習
会
や
市
報
な
ど
を
通
じ
て

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
災
害
時
の

備
え
に
つ
い
て
周
知
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
な
い
人
に
対
し
て
災

害
時
の
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
理

解
促
進
に
努
め
る
。

問　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
居
場
所
を
増
や
す
こ
と
な

ど
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
施
策

の
考
え
は
。

答　
居
場
所
づ
く
り
が
必
要

と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
居

場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
ひ
き
こ
も
り
の
人
へ
の

相
談
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

周
知
、
広
報
は
。

答　
関
係
課
や
民
生
委
員
な

ど
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
対
応
を
し
て
い

る
。
相
談
窓
口
と
し
て
福
祉

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の

数
と
出
席
認
定
を
受
け
て
い

る
数
は
。

答　
令
和
３
年
度
の
不
登
校

は
小
学
生
が
66
人
、
中
学
生

が
１
３
０
人
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
出
席
認
定
を
受
け
て
い

る
小
学
生
は
３
人
、
中
学
生

は
11
人
で
あ
る
。

事
業
者
の
付
加
価
値
の

向
上
を

問　
サ
ー
ビ
ス
業
の
付
加
価

値
を
上
げ
る
市
独
自
の
支
援

策
は
。

答　

デ
ジ
タ
ル
化
の
セ
ミ

ナ
ー
や
情
報
発
信
を
商
工
会

と
連
携
し
て
図
っ
て
い
く
。

福祉の相談窓口「よりそい」
（市役所２階）

市
内
経
済
の
活
性
化
と

生
活
支
援

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

ひ
き
こ
も
り
の
人
へ
の
支
援
策

加
藤　
恵
一 

議
員

坪
田　
敏
孝 

議
員

市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、16人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（11 月下旬掲載予定）
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学
校
給
食
費
や

水
道
料
金
の
免
除

合
併
特
例
債
の
使
途
は

水
害
を
想
定
し
た
支
援
と

水
害
避
難
訓
練
の
実
施
を

伊
藤　
初
美 

議
員

近
藤　
善
則 

議
員

床
井　
紀
範 

議
員

問　
市
庁
舎
、
公
民
館
等
の

公
共
施
設
、
い
わ
ゆ
る
ハ
コ

モ
ノ
の
建
設
整
備
に
使
用
し

た
金
額
は
。

答　
合
併
特
例
債
の
発
行
可

能
限
度
額
は
約
２
９
４
億
５

１
０
０
万
円
と
な
る
。
こ
の

内
約
２
１
３
億
８
１
０
０
万

円
を
公
共
建
築
物
の
更
新
整

備
に
充
て
た
。

問　
都
市
計
画
道
路
、
市
道
、

開
か
ず
の
踏
切
対
策
に
使
用

し
た
か
。

答　
都
市
計
画
道
路
や
市
道

な
ど
に
つ
い
て
は
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
も
の
は
な

い
。

　
ま
た
、
上
福
岡
駅
の
南
側

の
踏
切
対
策
に
も
合
併
特
例

債
は
活
用
し
て
い
な
い
。

市
民
に
優
し
い
公
共
施
設

利
用
を

問　
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し

た
と
き
の
使
用
料
は
、
予
約

者
に
還
付
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　
本
市
に
お
け
る
多
く
の

施
設
で
は
、
前
納
し
た
使
用

料
は
原
則
と
し
て
還
付
し
て

い
な
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
の
使

用
料
を
還
付
す
れ
ば
安
易
な

キ
ャ
ン
セ
ル
を
招
き
他
の
利

用
者
の
利
用
機
会
が
減
少
し

か
ね
な
い
。
こ
れ
ら
を
勘
案

し
て
還
付
す
べ
き
か
否
か
、

研
究
を
重
ね
た
い
。

問　
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

で
市
民
生
活
が
大
変
だ
。
今

年
度
、
近
隣
市
で
実
施
し
て

い
る
学
校
給
食
費
の
無
償
化

や
水
道
料
金
の
基
本
料
金
免

除
を
す
べ
き
で
は
。

答　
現
在
、
実
施
す
る
予
定

は
な
い
。
感
染
状
況
や
経
済

状
況
、
国
や
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
効
果
的
な
施
策
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。

生
理
用
品
の

学
校
ト
イ
レ
へ
の
設
置

問　
生
理
の
貧
困
問
題
の
対

策
と
し
て
、
保
健
室
配
布
の

み
で
な
く
、
学
校
の

個
室
ト
イ
レ
へ
の
生

理
用
品
設
置
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答　
保
健
室
で
養
護

教
諭
が
直
接
児
童
・

生
徒
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
実
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
生
理
用
品
の
管

理
・
衛
生
面
に
課
題
が
あ
る

た
め
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る
。

平
和
へ
の
思
い
を
発
信

す
る
ま
ち
へ

問　
市
内
外
に
宣
言
の
思
い

を
発
信
す
る
た
め
に
、
市
役

所
庁
舎
に
平
和
都
市
宣
言
の

懸
垂
幕
設
置
を
。

答　
宣
言
当
初
の
平
成
22
年

に
は
本
庁
舎
と
支
所
に
懸

垂
幕
を
掲
げ
て
い
た
。
庁

舎
建
替
え
や
汚
れ
に
よ
り
、

現
在
、
懸
垂
幕
は
使
用
し

て
い
な
い
。
平
和
事
業
の

チ
ラ
シ
等
で
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
。

問　
水
害
を
想
定
し
た
行
政

支
援
は
。

答　
水
害
が
想
定
さ
れ
る
区

域
で
は
水
防
訓
練
の
支
援
や

防
災
講
話
の
実
施
の
ほ
か
、

自
治
組
織
に
職
員
が
出
向
き
、

地
区
防
災
計
画
の
策
定
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

問　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

水
害
の
避
難
訓
練
を
。

答　
今
年
度
の
総
合
防
災
訓

練
に
お
い
て
、
一
部
の
指
定

避
難
所
で
は
水
害
避
難
の
周

知
、
啓
発
を
行
う
。

問　
避
難
所
で
温
か
い
食
事

を
提
供
で
き
な
い
か
。

答　
配
布
と
廃
棄
の
方
法
に

課
題
が
あ
る
。

問　
長
期
避
難
に
な
っ
た
場

合
に
は
炊
き
出
し
で
対
応
す

る
の
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

の
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
整
備
を

問　
長
期
休
暇
の
際
に
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て

学
習
す
る
機
会
が
増
え
る
。

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

こ
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
拡
充

問　
こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い

て
、
入
院
・
通
院
と
も
に
18

歳
ま
で
拡
大
す
べ
き
。
子
育

て
す
る
な
ら
ふ
じ
み
野
市
と

し
て
、
子
育
て
支
援
施
策
の

政
策
的
な
柱
と
し
て
位
置
付

け
を
。

答　
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

ふじみ野市平和都市宣言文

Wi-Fi

障
が
い
児（
者
）支
援
の

充
実
を

高
齢
者
見
守
り
支
援
の

更
な
る
充
実
を

地
域
の
防
災
、
環
境
に

有
効
な
都
市
農
業
を
守
る

伊
藤　
美
枝
子 

議
員

川
畑　
京
子 

議
員

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

問　
市
民
か
ら
休
日
や
夜
間

な
ど
に
支
援
が
求
め
ら
れ
た

場
合
の
対
応
や
関
係
機
関
と

の
連
携
は
。

答　

閉
庁
時
間
に
電
話
が

あ
っ
た
時
は
警
備
室
に
つ
な

が
り
、
緊
急
性
の
あ
る
も
の

は
担
当
課
へ
連
絡
さ
れ
る
。

　
緊
急
支
援
が
必
要
な
場
合

に
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
の
職
員
が
警
察
・
消
防
な

ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
対

応
し
て
い
る
。

問　
位
置
検
索
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
認

知
症
高
齢
者
等
早
期
発
見
ス

テ
ッ
カ
ー
の
見
直
し
は
。

答　
現
在
は
位
置
検
索
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
方
法
も
増
え

て
い
る
。
事
業
内
容
の
見
直

し
の
必
要
が
あ
り
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー
に
つ

い
て
も
、
記
載
さ
れ
て
い
る

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

込
む
と
、
東
入
間
警
察
署
の

電
話
番
号
の
表
示
が
可
能
か

調
整
・
検
討
し
て
い
く
。

マ
ス
ク
を
つ
け
ら
れ
な

い
人
へ
の
配
慮
を

問　
健
康
上
の
理
由
な
ど
か

ら
、
つ
け
ら
れ
な
い
人
が
い

る
。

　
意
思
表
示
や
理
解
を
求
め

る
カ
ー
ド
な
ど
を
作
成
し
、

配
布
し
て
は
。

答　
周
囲
か
ら
冷
や
や
か
な

目
で
見
ら
れ
た
り
、
心
無
い

批
判
を
受
け
な
い
よ
う
、
他

の
自
治
体
の
先
行
事
例
を
参

考
に
し
、
意
思
表
示
カ
ー
ド

等
の
作
成
に
つ
い
て
早
急
に

対
応
し
て
い
く
。

問　
支
援
籍
学
習
の
考
え
方

及
び
通
常
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
・
生
徒
が
、
特
別
支
援

学
級
で
学
習
す
る
こ
と
は
。

答　
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
可
能
な
限
り
共
に
学

ぶ
機
会
の
拡
大
と
障
が
い
の

あ
る
児
童
・
生
徒
の
自
立
と

社
会
参
加
の
支
援
に
重
要
で

あ
る
。
通
常
学
級
の
児
童
・

生
徒
が
特
別
支
援
学
級
で
学

習
す
る
こ
と
は
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

問　
全
教
員
が
採
用
後
10
年

程
度
の
間
に
、
特
別
支
援
学

級
等
の
担
任
経
験
を
２
年
以

上
積
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と

国
は
示
し
て
い
る
が
市
の
考

え
は
。

答　
特
別
な
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
・
生
徒

は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。

　

全
教
員
が
特
別
支

援
教
育
の
理
解
を
深

め
専
門
性
を
高
め
る

こ
と
は
重
要
。
長
期
的

な
視
点
で
計
画
的
に
育
成
・

配
置
で
き
る
よ
う
に
国
・
県

の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　
障
が
い
者
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
「
り
あ
ん
」
の

取
り
組
み
は
。

答　
一
般
的
な
相
談
と
就
労

相
談
支
援
の
充
実
や
関
係
機

関
と
連
携
し
、
障
が
い
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
地
域
全
体

で
支
え
あ
う
仕
組
み
作
り
に

取
り
組
む
。

問　

居
場
所
（
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
）
の
設
置
は
。

答　
活
動
で
き
る
場
所
や
居

場
所
づ
く
り
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
都
市
農
地
の
持
っ
て
い

る
環
境
保
全
、
防
災
な
ど
多

面
的
機
能
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
、
地
域
の
理
解
を
進

め
て
は
。

答　
都
市
農
業
の
有
効
な
機

能
を
保
全
す
る
た
め
、
ま
ず

は
農
地
の
利
用
状
況
及
び
所

有
者
の
意
向
状
況
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
他
市
の
取
り

組
み
を
注
視
し
、
状
況
に
応

じ
て
補
助
金
等
の
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

に
積
極
的
に
関
与

問　
改
正
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
法
で
は
、
自
治
体
が

関
与
で
き
る
と
い
う
仕
組
み

が
変
わ
っ
た
が
対
応
は
。

答　
マ
ン
シ
ョ
ン
の
老
朽
化

を
抑
制
す
る
維
持
管
理
の
適

正
化
の
た
め
、
個
々
の
管
理

計
画
を
認
定
す
る
制
度
が
新

た
に
講
じ
ら
れ
た
。
本
市
で

は
第
２
期
ふ
じ
み
野
市
空
家

等
対
策
計
画
に
組
み
込
む
予

定
で
、
令
和
５
年
度
以
降
に

ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施
し
た

い
。18

歳
ま
で
の
児
童
へ
の

行
政
責
任
を
明
確
化

問　
児
童
発
育
・
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
役
割
は
。

答　
発
育
、
発
達
に
不
安
の

あ
る
児
童
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿
っ
た
形
で
、
０
歳
か

ら
18
歳
ま
で
地
域
の
保
健
、

医
療
、
福
祉
、
保
育
、
教
育

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
切
れ
目
の
な
い
円
滑
な

支
援
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
努

め
る
。

意思表示カード

障がい者総合相談
支援センター「りあん」

一 般 質 問 一 般 質 問



公園・学校・公共施設公園・学校・公共施設のの安全点検結果報告安全点検結果報告チェック！

　公共施設安全点検は、16年前の大井プール事故を風化させないため、毎年７月31日を公共施
設安全点検の日と定めて取り組んでいます。これらの点検結果が議会に報告されました。

総務・教育常任委員会　権現山古墳群史跡の森でカシノナガキクイムシによるナラ枯れ

被害が発生したので倒木の恐れがある、大径木も含めて 81本中新たに 32本の樹木に

被害が確認された。安全点検実施期間外で行った修繕についても、点検結果及び修繕内

容を報告すべきと指摘した。

市民・都市常任委員会　市民憩の森と聖路加

テニスコート敷地内に、ナラ枯れ被害が発生

したので休園とした。年度内の再開をしたい

ということが確認できた。
ナラ枯れ

○権現山古墳群	 ５３９万円
○聖路加テニスコート	 約２０３万円
○市民憩の森	 約２１２９万円

９月議会に伐採費用等が
補正予算として計上
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問　
市
民
へ
の
強
制
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
法
律
に
根
拠
の
な
い
国
葬

へ
の
学
校
・
市
役
所
・
公
共

施
設
で
の
対
応
は
。

答　

現
段
階
に
お
い
て
は
、

特
別
の
対
応
を
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

ど
う
な
る
公
民
館
分
館

問　
公
民
館
廃
止
後
の
分
館

の
条
例
上
の
位
置
付
け
と
、

管
理
・
費
用
な
ど
市
の
責
任

及
び
個
人
責
任
に
つ
い
て
の

見
解
は
。

答　
条
例
制
定
の
予
定
は
な

い
。
市
が
所
有
す
る
公
有
財

産
と
し
て
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
な
く
管
理
す
る
。
日
常
の

運
営
と
維
持
・
管
理
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
自
治
組
織

等
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

る
。
法
人
格
の
な
い
団
体
の

個
人
責
任
が
生
じ
る
こ
と
は

な
い
。

踏
切
の
安
全
対
策

問　
人
身
事
故
が
多
い
東
上

線
の
踏
切
に
、
高
性
能
検
知

装
置
の
設
置
を
東
武
鉄
道
に

要
求
す
べ
き
で
は
。

答　
現
在
実
証
実
験
中
で
あ

り
、
現
段
階
で
導
入
は
未
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。

縁
石
の
端
を
見
や
す
く

問　
歩
道
と
車
道
を
分
け
て

い
る
縁
石
の
端
を
見
や
す
く

す
べ
き
で
は
。

答　
市
で
は
反
射
鋲び

ょ
うの
設
置

や
黄
色
に
塗
る
な
ど
対
応
し

て
い
る
。

問　
専
門
的
知
識
や
経
験
に

基
づ
き
、
公
共
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
う
、
プ
ロ
ボ
ノ

を
活
用
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
活
用
は
。

答　
地
域
活
動
の
拡
大
や
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
支
援
対
象
団
体
が
特
定

分
野
に
限
ら
れ
る
。
今
後
、

導
入
の
可
能
性
を
研
究
す
る
。

働
き
方
の
変
化
に

応
え
る
要
件
設
定
を

問　
保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
際
し
、
月
64
時
間
勤
務
を

最
低
基
準
に
置
き
、
週
３
回
、

週
４
回
と
い
っ
た
勤
務
回
数

を
要
件
と
し
な
い
自
治
体
が

多
く
あ
る
。
要
件
の
見
直
し

を
。

答　
保
育
所
利
用
申
請
や
待

機
児
童
の
状
況
を
考
慮
す
る

と
、
週
３
日
の
人
は
一
時
保

育
が
利
用
で
き
る
の
で
、
要

件
の
見
直
し
は
少
し
時
期
が

早
い
と
考
え
る
。

こ
ど
も
の
主
体
的
な

活
動
を
奨
励
し
形
に

問　
こ
ど
も
の
未
来
を
育
む

条
例
に
掲
げ
る
内
容
の
実
現

に
は
、
こ
ど
も
が
主
役
の
会

議
体
の
設
置
が
必
要
で
は
。

答　
様
々
な
観
点
か
ら
精
査

し
、
研
究
し
て
い
く
。

認
知
症
高
齢
者
に

理
解
あ
る
ま
ち
に
向
け

問　
市
と
し
て
、
認
知
症
施

策
推
進
宣
言
を
。

答　
認
知
症
施
策
を
更
に
推

進
し
て
い
く
た
め
の
方
策
と

し
て
、
研
究
し
て
い
く
。

こどもの未来をはぐくむシンポジウム

専
門
職
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

地
域
課
題
の
解
消
を

国
葬
へ
の
市
の
対
応

小
林　
憲
人 

議
員

塚
越　
洋
一 

議
員踏切の安全対策

交
通
指
導
員
の
配
置
を

原
田　
雄
一 

議
員

問　
民
生
委
員
の
活
動
に
見

合
う
処
遇
の
改
善
を
す
べ
き

で
は
。

答　
活
動
費
の
額
は
既
に
見

直
し
に
向
け
て
着
手
し
て
い

る
。　

問　
人
材
確
保
に
向
け
た
対

応
は
。

答　
民
生
委
員
は
市
民
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
担
い
、

成
り
手
の
確
保
に
向
け
て
、

周
知
・
啓
発
に
努
め
て
地
域

の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る
。

物
価
高
騰
か
ら
市
民
生

活
を
守
る
支
援

問　
保
育
、
幼
稚
園
、
障
が

い
者
及
び
高
齢
者
施
設
の
光

熱
費
や
給
食
費
な
ど
の
支
援

は
。

答　
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

対
し
て
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
す
る
た
め
に
、
支

援
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
障
が
い

福
祉
事
業
所
な
ど
へ
の
支
援

は
検
討
し
て
い
る
。

原
油
高
騰
・
円
安
か
ら

事
業
者
を
守
る
支
援

問　
介
護
や
障
が
い
者
な
ど

施
設
の
送
迎
車
両
の
燃
料
代

の
支
援
は
。

答　
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
直

面
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
事
業
継
続
に
不
可

欠
な
、
車
両
の
燃
料
代
の
高

騰
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。
支
援
の
検

討
は
開
始
し
て
い
る
。

問　
市
の
目
標
に
お
け
る
現

時
点
の
達
成
状
況
と
、
最
終

目
標
達
成
に
向
け
た
市
民
へ

の
支
援
内
容
は
。

答　
現
時
点
は
達
成
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発
電

装
置
な
ど
の
設
置
補
助
を
検

討
し
て
い
る
。

新
河
岸
川
沿
い
緑
地
公

園
斜
面
林
の
崩
落
防
止

問　
河
川
管
理
者
の
県
と
協

議
し
、
自
然
林
と
の
調
和
を

重
視
し
た
崩
落
防
止
対
策
を
。

答　
斜
面
林
は
市
の
管
理
な

の
で
、
県
と
も
協
議
し
行
っ

て
い
く
。

保
育
所
・
学
校
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

問　
学
校
な
ど
で
発
熱
し
た

場
合
の
対
応
を
、
保
護
者
に

理
解
し
や
す
く
伝
え
る
べ
き

で
は
。

答　
感
染
症
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

保
健
所
な
ど
で
案
内
し
て
い

る
の
で
、
引
き
続
き
分
か
り

や
す
く
情
報
発
信
し
て
い
く
。

市
立
資
料
館
の

建
設
計
画

問　
来
年
秋
か
ら
大
井
郷
土

資
料
館
は
常
設
展
示
が
な
く

な
る
。
老
朽
化
し
た
上
福
岡

歴
史
民
俗
資
料
館
を
含
め
て

市
立
資
料
館
の
建
設
計
画
は

あ
る
の
か
。

答　
新
た
な
資
料
館
建
設
計

画
は
な
い
。

問　
資
料
館
全
体
の
在
り
方

は
。

答　
今
後
、
検
討
す
る
。

問　
毎
年
通
学
路
が
変
更
と

な
る
中
で
、
国
道
２
５
４
号

バ
イ
パ
ス
交
差
点
に
交
通
指

導
員
の
配
置
が
必
要
で
は
。

答　
交
通
指
導
員
は
、
信
号

機
の
無
い
横
断
歩
道
、
危
険

な
交
差
点
、
車
両
交
通
量
の

多
い
箇
所
等
に
配
置
し
て
い

る
。

　
今
回
、
川
越
県
土
整
備
事

務
所
へ
相
談
し
、
９
月
１
日

よ
り
交
通
誘
導
員
を
配
置
し

登
下
校
の
時
間
帯
に
安
全
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

農
業
者
へ
の

助
成
政
策
は

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農

業
者
及
び
各
種
農
業
団
体
へ

の
助
成
政
策
は
。

答　
現
在
農
林
水
産
業
に
お

い
て
、
肥
料
価
格
等
の
高
騰

に
よ
る
農
業
経
営
へ
の
影
響

緩
和
の
た
め
、
肥
料
代
等
の

支
援
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
電
気
料
金
の
高
騰

に
つ
い
て
は
、
各
揚
水
組
合

へ
電
気
料
金
の
推
移
を
照
会

し
、
今
後
の
助
成
政
策
を
検

討
す
る
。

期
日
前
投
票
所
を

大
型
施
設
へ

問　
投
票
所
の
増
設
、
期
日

前
投
票
所
の
大
型
施
設
等
へ

の
設
置
は
。

答　
１
投
票
区
の
選
挙
人
数

は
、
お
お
む
ね
３
千
人
と
示

さ
れ
て
い
る
。
投
票
区
間
の

有
権
者
数
の
平
準
化
の
た
め
、

投
票
区
の
見
直
し
を
進
め
る
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
に
つ

い
て
は
既
に
導
入
し
た
自
治

体
を
参
考
に
調
査
研
究
し
て

い
く
。

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

に
向
け
て
の
施
策

民
生
委
員
の
確
保
と

処
遇
の
改
善
を

足
立　
志
津
子 

議
員

新
井　
光
男 

議
員

交通誘導員による安全対策の実施

公園斜面林の崩落防止

一 般 質 問 一 般 質 問
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表紙：働く人シリーズに寄せて

庭師さん庭師さん に伺いました に伺いました
編集委員が
インタビュー !

どのような仕事をしていますか。
造園業に分類されますが、自分の仕事は個人
宅の庭を中心とした仕事です。直接お客様と
お話ししながら、喜んでいただけることがモ
チベーションにつながっています。
資格などはありますか。
資格がないことによって開業できないことは
ありませんが、造園技能士を所持しています。
チャレンジしてみたいことはありますか。
小さい空間で、メダカなどと共生できる坪庭
のような癒しの空間を創出してみたいと思っ
ています。
庭師に仕事をしてもらう利点は。
炎天下の中・蜂や毛虫など、危険と隣り合わ
せな部分も多いため、定期メンテナンスも任
せることにより、体力面・金銭面・時間的に

も、有効に使えるようになります。
印象に残ったこと、嬉しかったことは。
作業後にうちの庭はこんなに明るかったんだ、
広かったんだと感動してもらえたことが印象
に残っています。
　仕事である以上報酬を受け取りますが、お
金というよりもお困
りごとを解決した感
謝状を受け取ってい
るような気持ちで仕
事に取り組むよう心
がけています。あり
がとうを言ってもら
えることが一番うれ
しいです。

議会広報常任委員会
 委 員 長　加藤　恵一
　委　員　鈴木啓太郎
　委　員　民部　佳代
　委　員　床井　紀範

副委員長　鈴木　美恵
　委　員　金濵　高顕
　委　員　新井　光男

編集後記
　前号より「事業者に聞く」という連載企画が始まりました。
　これは市議会が上程し可決・成立した「ふじみ野市中小企業
及び小規模企業振興基本条例」が本年 4 月1日に施行された
ことをきっかけに始めた企画。中小事業者や個人事業主がど
のような課題を抱えているか、行政に何を期待しているか、議
員が足を運び、直接話を聞いてこようという試みです。
　本定例会では、複数の議員からインタビュー内容に関連し
た一般質問も行われました。市民に代わって課題解決や要望
を市に伝え、制度を変えたり新たな施策を提案するのが市議
会の役割のひとつ。「議会だより」が市民と議会をつなぐコミュ
ニケーションツールとなるよう、これからも対話を重ねてまい
ります。

（民部　佳代）

９月定例会の傍聴者は 41 人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：11月30日 午前9：30～

請願締切予定：11月18日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

佐
さ く ま
久間　塁

るい
 さん

表紙の題字を書いてくれた人
花の木中学校３年  佐

さ
藤
とう

　勝
しょうた

太さん

　僕が熱中していることは、部活動で行っていたバレーボー
ルです。ふじみ野にはバレーボールをする施設が多く、たくさ
んの方々に支えられながら楽しくプレーをすることができてい
ます。一流のバレーボール選手になれるよう精進していきます。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄付行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。
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